第30回　バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2012.05.07　10:00～11:30
　□会　　場：小山市役所本庁舎３階　会議室４
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長
石川、阪田、大森、鈴木、柿崎、大関、小矢島、佐野（代理）、小井
（以上、計11名）

　□内　　容：

（1）小山市生活交通ネットワーク計画（案）について
（2）小山市コミュニティバス危機管理マニュアルについて
（3）２３年度再編後の利用状況及び運行補助について
（4）その他
国庫補助事業実績報告について（報告）

　　　大山タクシー㈲の自主運行について
■議事要旨

（1）小山市生活交通ネットワーク計画（案）について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・これまでの「地域公共交通活性化・再生総合事業」が「地域公共交通確保維持改善事業」に移行することに伴い、補助申請等に必要な計画書（案）を作成したものであり、内容はこれまでの連携計画を踏襲している。

・対象となる事業期間は平成23年10月～26年９月である。

・補助申請にあたっては事業の新旧比較等が必要とされているが、小山市の生活交通ネットワークでは路線の再編成等を重ねてきたことから単純な比較が難しいため、とりまとめ方法については補助申請の担当部局と調整中である。

・小山市の生活交通ネットワークは、昨年10月の再編成で当初の計画が完了しており、今後はその評価と見直しが主体となる。

・事業としては、全体として利用者数の増加と補助額の減少が図られ、一定の効果が得られている。ただしデマンドバスについては新たな試みであり、特に西部地区は運用開始直後であることから利用者はまだ少なく、今後の周知等を継続し改善を図っていく。

［主な質疑応答］
（委員）

私の住む横倉は農村地帯で高齢者が多く、開発も進んでいる。民生委員としてデマンドバス利用促進のお手伝いもしており、バスを利用したコミュニケーション推進の事業ができるといいなと考えている。

資料にある「高齢者に対するアンケート」ではどのような声があるか？また、「友の会」とはどのようなものか？
（事務局）

「高齢者アンケート」では、「デマンドバスの予約が半日前までだが、もっと直前にしてほしい」「低床バスを増やしてほしい」「待合所の整備をして欲しい」という声が多い。

「友の会」は、バスの運行についての意見をお聞きするために、公民館単位で自治会や老人会の代表などで構成する組織である。今後は友の会を発展させて、より細かく検討できる場を設けていきたいと考えている。
（委員）

資料では特にデマンドバスの収支の目標値がかなり高いようだが、今後は実態にあわせて見直ししていくのか？
（事務局）

小山市のデマンドバスは、タクシーの経営を圧迫しないように、近隣市に比較して運行にいろいろ制限があり、利便性の向上による利用者の増加にはある程度限界がある。

目標値は「努力目標」という面もあるが、引き続き周知を進めていきたい。

（委員）

この計画書（案）は補助申請の参考資料であることを考えると、目標と実態が乖離していても問題ないのか？
（事務局）

その点については、担当課とよく確認していく。

（委員）

よく確認して、必要があれば修正していけばいいだろう。
（委員）

デマンドバスの収支改善のために「認知度を高めていく」取り組みはこれまでかなり続けられてきていると思うが、その他に新しい方法は考えているか？

（事務局）

これまでは各地域で説明会を展開してきたが、中心的な利用対象者と想定している肝心の高齢者の出席者が少なかった。そこで、老人会などで直接説明する機会を増やすとともに、実車を見たり試乗してもらうような取り組みを進めている。
（委員）
これまでの試行錯誤と再編成の結果、郊外部については現在のデマンドバスに行き着いた経緯があるが、特に結節点のありかたを含めて、それらの戦略の検証をもう少ししてみる必要性があると思う

（事務局）

平成23年の西部地区のデマンド化による収支分析では、「需要に応じた運行体系になったことから費用面で効果があり、収支は向上した」「利用者はほぼ横ばいであることから、ほぼデマンドバスの利用者として移行した」ことから、さらに潜在的な利用者の掘り起こしが必要と考えている。

（委員）

今回の計画の対象期間をもう一度説明して欲しい。
（事務局）

これまでの活性化再生事業の経過措置が平成23年９月までであり、それに続く平成23年10月以降が対象となる。今回の補助対象期間は平成24年４月～平成24年９月である。
（委員）
運賃表によると中学生は8,400円の大人の定期券を購入する必要があり、少し負担が大きいかと思うが、何か対応は考えられないのか？
（委員）

市の公共交通ネットワークとしての統一をはかってきた結果、関東バスを含めた統一運賃体系となっている。これより安くすると民間路線に影響を与えることになる。
（事務局）

市内では、公立中学の通学にバスを使う中学生はいないと思われるが、私立中学校生は「通学定期券」の利用が可能である。また、小学校については豊田南小学校の生徒が小学生の定期券でバス通学を行っている。

（委員）
今回の補助メニューで定義されている「フィーダー」路線の具体的内容は？デマンドバスの場合はどのような位置づけとなっているのか？
（委員）

今回の小山市の場合は、各鉄道駅に結びつく路線バスをフィーダーと考えており、デマンドバスも乗り換え拠点を経由して一体的なものとして考える。主要な要件は満たしているのであまり心配しなくてもいいと思う。
（委員）
ＤＩＤはどのような判断に使用されるのか？

（事務局）

補助対象の基準となる６項目のうち、「交通不便地域であるか」の判断に使われる。

（委員）

今回の補助で、羽川線、間々田線が対象外になる理由は？

（委員）

今回の事業では新規に運行するものが対象であり、既に運行しているものは対象とならない。ただし昨年まで活性化事業の対象になっていたものは、特例として対象になる。
（委員）

羽川線、間々田線はそもそも西口循環バスを再編成してできたものであり、そういう経緯も考慮していただけるのではと思っていたのだが？
（委員）

これまでの活性化事業は３年間で補助が満了となり、途中からの市町村については１年間の経過措置があった。今回の新しい事業に移行するにあたっては、新規の路線が対象となるため、以前の活性化事業で補助を受けていない路線は対象外となる。

（委員）

そうすると小山市で新規路線となるのは、平成23年に切り替わったデマンドが中心となってしまう。今回の補助事業とは別に、例えば赤字路線を対象とした補助制度はまだ生きているのか？羽川線、間々田線も赤字路線であり、適用することは出来ないのか？

（委員）

その制度はまだ生きているが、市町村をまたぐ路線であることが条件の一つにある。

（委員）

羽川線は小山市単独の補助であるが、下野市の小金井駅まで運行しているので対象にならないのか？

（委員）

運行回数、利用者実績、その他の条件があるので確認し、検討していただきたい。
（委員）

利用できるものは十分活用して欲しい。

（2）小山市コミュニティバス危機管理マニュアルについて
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・このマニュアルについては、既に事業者、警察などの関係機関に内容を確認していただき、概ね了承されている。

・今回、14ページの台風等の暴風発生時の対応が、通達に伴い追加されている。

［主な質疑応答］
（委員）

対応マニュアルの策定は有効であると思うが、実際に有効に機能しているのかの確認も大切であり、連絡体制の訓練だけでも盛り込んでもらえるといい。
（事務局）

了解しました。
（委員）

運行事業者との今後の連携は？

（事務局）

事業者、警察、消防などの関係者と定期的な講演や訓練などを実施する方向で理解は得ており、本年度の開催に向けて具体的なスケジュールは今後検討していく。
（委員）

マニュアルは大切であるが、ともすると複数のマニュアルが出来てしまって混乱することもある。基本的には各事業者は自社のマニュアルを持っているのか？

（委員）

運行事業者は基本的に運行管理者がいて自社のマニュアルを整備している。小山市の場合はコミュニティバスの運行を行っている各事業者と市の連絡体制を確立させておくことが必要と思う。
（委員）

その意味では、各事業者がそれぞれどんな対応を考えているか、現状をきちんと把握しておく必要がある。それにプラスするものとして今回の市のマニュアルを整備しておくことが大切だ。
（委員）

業者選定時のプロポーザルでも、各社それぞれの対応マニュアルを確認しているが、それが市と連携して機能することが大切だ。
（3）２３年度再編後の利用状況及び運行補助について
資料に基づき、事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・各路線について、概ね利用者は増えており、補助負担が軽減されている。
・デマンドバスについては横ばいであるため、より効果的なＰＲや説明会等を実施していきたい。
［主な質疑応答］
（委員）

利用者数と補助額の変化について、もう少し補足説明して欲しい。

（事務局）

事業者との契約更新にあたり、経費の見直しと削減等を行っている。利用者が増加することで、運賃収入が増加する。この２つで補助金額の削減が実現している。

（4）その他
事務局より以下の報告があった。

・平成23年度については、予定の事業を実施し、補助金交付を受けた。

・平成24年度については、資料に記載の計画を実施していく予定である。
・大山タクシーが「小山駅東口～東部工業団地等」を巡回するバス路線の自主運行を計画しており、当委員会等における協議実施の申し入れがあった。
・平日のみの運行で、今年10月の運行開始を予定している。

・朝夕の通勤時間帯は小山駅直通、日中時間帯は各工業団地を巡回する。既存のコミュニティバスとは直接の競合はなく、該当地域内の交通利便性は向上すると考えている。

［主な質疑応答］
（委員）

この路線は自主採算路線で、補助金の対象外なのか？
（事務局）

その通り。
（委員）

デマンドバスのエリアを運行することになるが、補助手続き上で問題はないのか？

（委員）

新規に設置予定の停留所から半径１㎞が補助手続き上の条件のひとつである「交通不便地域」でなくなる可能性はある。
（委員）

交通不便地域があるかどうかの基準は路線ごとなのか、地域単位なのか？

（委員）

補助申請上の問題については、念のため確認しておいたほうがいいと思う。

（事務局）

運行開始予定が10月なので今回の補助申請には影響はないが、担当課とよく確認しておく。
（委員）

この路線は、別の車両を使うのか、既存の路線の車両を兼用するのか？

（事務局）

別の車両を使用する。補助対象路線の車両を兼用することはできない。

（委員）

運賃の設定は？

（事務局）

駅～高岳北・高専のコミュニティバスと重複する区間内が２００円。それ以遠の重複しない区間内が２００円。よって駅～各工業団地等への利用は合計４００円となる。

（委員）

では、この新規路線については必要事項を確認のうえ、公共交通会議にて審議していただきたい。

（以　上）

